
「やっと，お二人
ふた り

ともわたしたちの住
す

む森
もり

へやってきてくれましたね。」 

エルムは，言葉
こと ば

を続
つづ

けて言
い

いました。 

「わたしたちは，あなた方
がた

にお願
ねが

いがあるのです。そのために，お二人
ふた り

に蝶
ちょう

の姿
すがた

にな

ってこの世界
せか い

にやってきてもらいました。わたしたちは，あなた方
がた

の力
ちから

を必要
ひつよう

として

います。どうか，協 力
きょうりょく

してくださいませんか。」  

 エルムだけでなく，他
ほか

の蝶
ちょう

も祈
いの

るような表 情
ひょうじょう

で二人を見
み

つめています。 

「わたしたちに協 力
きょうりょく

してほしいことって，一体
いったい

どんなことですか。」 
 

 エルムは，話
はな

し始
はじ

めました。 

「この森
もり

は，たくさんの昆虫
こんちゅう

が楽
たの

しく過
す

ごしていて，いつも笑
わら

い声
ごえ

に満
み

ちあふれていま

した。ところが，ある日
ひ

突然
とつぜん

，蝶
ちょう

以外
いが い

の昆虫
こんちゅう

が，この森
もり

から消
き

えてしまったのです。

通
とお

りかかった魔法
まほ う

使
つか

いが，この森
もり

を暗闇
くらやみ

の世界
せか い

に変
か

えるために蝶
ちょう

以外
いが い

の昆虫
こんちゅう

を全
すべ

て

消
け

してしまったのです。わたしたち蝶
ちょう

だけは，幸
さいわ

い難
なん

をのがれました。わたしたち

の羽
はね

についている「鱗
りん

粉
ぷん

」には，魔法
まほ う

をはね返
かえ

す力
ちから

があったようなのです。わたした

ちは，魔法
まほ う

使
つか

いに何度
なん ど

も頼
たの

みました。 

 『みんなをこの森
もり

へ戻
もど

してください。』 

 しかし，魔法
まほ う

使
つか

いは首
くび

を振
ふ

るばかりです。そして， 

 『おまえたちには，仲間
なか ま

を助
たす

けることなどできるはずがない。』 

 そう言
い

うと，魔法
まほ う

使
つか

いは笑
わら

いながら飛
と

び去
さ

って行
い

きました。 

  しばらくわたしたちは， 何
なに

も言
い

うことができず，呆然
ぼうぜん

としていました。しかし，『困
こま

ったときには，蝶
ちょう

の図書館
としょかん

に保管
ほか ん

してある書物
しょもつ

を見
み

よ！』と昔
むかし

の蝶
ちょう

たちがよく言
い

って

いたことを。そこで早速
さっそく

，わたしたちは，図書館
としょかん

へ行
い

って調
しら

べてみました。すると，昔
むかし

から伝
つた

わる書物
しょもつ

に，こう書
か

いてあったのです。 

『森
もり

の奥
おく

深
ふか

くへ行
い

くと，大
おお

きな滝
たき

がある。その滝
たき

の奥
おく

の 洞窟
どうくつ

の中
なか

に【友情
ゆうじょう

の花
はな

】と

いう花
はな

が咲
さ

いている。【友情
ゆうじょう

の花
はな

】を採
と

り，その花
はな

を魔法
まほ う

使
つか

いへ向
む

けると，光
ひかり

を放
はな

つだろう。すると魔法
まほ う

が弱
よわ

まり，仲間
なか ま

は助
たす

かり，魔法
まほ う

使
つか

いはこの森
もり

へ二度
に ど

と来
く

るこ

とができなくなるだろう。しかし，それを採
と

るには，人間
にんげん

の男
おとこ

の子
こ

と女
おんな

の子
こ

の力
ちから

が必要
ひつよう

になる。』 

と。それで，わたしたちは，あなたたち二人
ふた り

をこの森
もり

へ連
つ

れてきたのです。」   
 

「でも，わたしたちは蝶
ちょう

の姿
すがた

になっているわ。わたしたちを連
つ

れて行
い

っても，人間
にんげん

の姿
すがた

でないから，役
やく

に立
た

たないのではないかしら。」 


